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魚津中央地区
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富山県魚津市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 144ha

交付期間 0.399

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

 １）事業の実施状況

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画から
削除した事業

公園事業、高質空間形成施設事業（魚津駅前外)

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

フォローアップ
予定時期

目標
達成度

○

1年以内の
達成見込み

目標・数値指標には影響なし

目標・数値指標には影響なし

数　　値

H2016

実施内容

H15

39,733 H15 47,679

24

81,434 ○

平成21年5月1日

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

郊外部から中心市街地へ
の来街者数の増加

人／年 7,812 H15 41,454

H20

H2010,936

99,152

○

○

人／年 67,862 H15

H20 83,728

40

指標1

指　標

指標２

回／年

中心市街地の施設利用者
数の増加

指標４ イベント開催数の増加

指標３

観光地への来客数の増加

人／年

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値

その他の
数値指標1

その他の
数値指標２

目標値 数　　値 目標
達成度※１

1年以内の
達成見込み

 ５）実施過程の評価

コミュニティタクシーの運行実験を発端に結成されたバスＮＰＯ法人連絡協議会（地元住民）と行政が共同することにより、より良い総合交通体系の確立が図られている。

その他の
数値指標３

物販施設整備事業、マリーンゲート開設事業、中心商店街活性化事業、コミュニティタクシー運行事業、気象観測システム整備事業

新たに追加し
た事業

なし

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

郊外部から中心市街地へ来街者数の増加を見込め、目標値を10,155
人／年から10,936人／年に上方修正

提案事業

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

社会実験としてコミュニティタクシー運行（５路線）を行った結果、
全地区で地域ＮＰＯ法人が設立された。

今後も商工会議所が中心となり、いろいろなキャンペーンを企画し、継続
していきたい。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

行政と各バス運行協議会が、市民バスＮＰＯ法人連絡協議会において、
最良のルート設定を模索していく。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

モニタリング なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

愛称募集キャンペーン

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

平成21年5月1日

今後の対応方針等実施状況

なし

フォローアップ
予定時期

効果発現要因
（総合所見）

高齢者が増えて潜在的利用者が増加したこと
と、コミュニティタクシー運行事業がニーズに応
じてルートを設定したことや、１００円と言う安価
な料金設定が利用者を増加させた。

観光地（地方港湾魚津港北地区）において、株
式会社魚津シーサイドプラザが魚津シーサイド
プラザ建設事業（「海の駅　蜃気楼」の建設）を
したことにより、新たな観光スポットとして来場者
を増加させている。また、旅行会社とタイアップ
して、旅行者を誘致している。環境面では地方
港湾改修事業により、蜃気楼が見える場所（展
望地）が確保され、トイレや自販機等も整備され
たことが、来場者の増加に貢献している。

魚津市立図書館建設事業により図書館が新し
くなり、駐車場も広くなった。また、蔵書も増え、
開館時間の延長や日曜日も開館としたことが利
用者の増加に貢献している。

平成21年5月1日

効果発現要因
（総合所見）

平成21年5月1日

公園事業（電鉄魚津駅前公園）による公園整備
や高質空間形成施設事業による道路景観整備
等のハード面の整備が進んだことから、イベント
やフリーマーケットの開催数が年々増加してい
る。また、魚津シーサイドプラザ建設事業により
観光物産館　「海の駅 蜃気楼」がオープンし、
朝市の開催数を月１回から月２回に増やしたこ
とが、海の駅及びその周辺でのイベントの開催
数の増加に大きく寄与している。

平成16年度～平成19年度

平成16年度～平成20年度

交付期間
の変更

466百万円

コミュニティタクシー整備事業（台数：１台（28人乗りバス購入））

カノコユリロード設置事業（カノコユリのプランターポットの配置）

コミュニティタクシー運行の社会実験の結果、利用者が多くタクシー（9人
乗り）に乗り切れない問題が発生し、早急に対応する必要が生じたため、
平成17年度にコニュミティタクシー整備事業（28人乗りバスの購入）を追加
した。

まちづくり交付金評価委員により中間評価を行った際、緑や花が不足して
いると意見をもらい、魚津市の花「カノコユリ」をＪＲ魚津駅前周辺に配置す
る事業を追加した。

事業名

なし

魚津中央地区

平成16年度～平成20年度 平成20年度事後評価実施時期

富山県 市町村名 魚津市

交付対象事業費 国費率

地区名



様式２－２　地区の概要

単位：人／年 7,812 H15 10,936 H20 41,454 H19

単位：人／年 67,862 H15 81,434 H20 99,152 H19

単位：人／年 39,733 H15 47,679 H20 83,728 H19

単位：回／年 16 H15 24 H20 40 H19

賑わいとやすらぎのあるまちづくり

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

観光地への来客数の増加

郊外部から中心市街地への来街者数の
増加

中心市街地の施設利用者数の増加

イベント開催数の増加

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・公共交通の充実化
地域の発展と活性化を図るため地域交通体系の確立は重要であり、新幹線開業後の在来線、地方鉄道、市民バスとの関連付けや、新川地域の物流拠点としての魚津港の機能充実に留意し、交通結節機能の強化を図っていく。
・居住人口の増加
若年層の市外への流出が進んでおり、民間との連携を通じた良質で求めやすい宅地及び住宅の確保による定住促進を図っていく。
・観光客の誘致強化
観光振興は地域活性化のために重要であり、魚津には優れた観光資源が数多く存在することから、複数の資源の連携した観光ルートの開発や、全国に向けた観光情報の発信、イベントの充実に留意し、観光客の誘致を図っていく。
・少子化対策
活力ある地域づくりを推進するためには、次の時代を担う子供たちが健やかに育つための環境づくりが不可欠であり、子育ての経済的、身体的、精神的負担の軽減に留意し、支援を図っていく。

まちの課題の変化

・新たな交通手段の確保
　コミュニティバス運行が市民バスとして本格運行した。
　コミュニティタクシー運行（社会実験）の全路線が、地域で立ち上げたＮＰＯ法人により、運営されている。
・観光スポットの整備
　観光物産館の「海の駅　蜃気楼」が完成し、埋没林博物館や蜃気楼の展望地がみなとオアシスとして認定を受けた。
　魚津市は蜃気楼の見えるシンボル的な場所であり、気象観測システムを導入したことで、蜃気楼発生時のリアル情報を提供でき
　るようになった。
・愛着のもてる歩行空間の形成
　魚津市の顔と言える魚津駅前飲食店街の街路を整備した。
・中心商業地の情報発信の場
　電鉄魚津駅前公園に世代を問わず交流出来るイベント空間としての機能を向上させるための施設を整備した。

目標値 評価値

魚津中央地区（富山県魚津市）　まちづくり交付金の成果概要

従前値

鴨川沿線景観整備後の
小学生によるサケの稚魚の放流

（環境体験学習）

電鉄魚津駅前公園における
バザール風景

魚津市立図書館の新設
魚津駅前地区景観整備後の写

真

文化町中央線
景観整備後の写真

海の駅「蜃気楼」で開催している朝市の風
景


